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モニュメントの建立を決める
～平和資料室、実現へ遺族会有志と協力 第５回総会開く～

「市民の会」の第５回総会は２３日、鈴鹿市神戸のジェフリーすずかで開かれました。会員

ら約４０人が参加。モニュメントの建立と平和資料室の設立を中心議題に審議され、新たなチ

ャレンジを誓い合いました。

昨年８月に鈴鹿市で開かれた戦争遺跡保存全国シンポジウムについて、加藤二三子代表は開

会のあいさつで「大成功をおさめることができました。この取り組みは私たちの活動を大きく

成長させ、今後の活動の指針になると思います」と総括しました。竹内宏行共同代表は活動報

告の中で「知事と市長があいさつしたのは、１６回を数える全国シンポで初めてのことだそう

です。戦争遺跡を文化財とする認識が自治体によってまだまちまちな中、一歩前に踏み出す意

味を持ったと思います」と話しました。

保存運動にかかわらず取り壊された巨大格納庫の跡地近くにモニュメントを建立する計画が

提案されました。４つの柱の上方にらせん状のパイプをめぐらせた高さ６・４ｍ(うち柱部分は

２・４ｍ)の構造物。4本の柱は格納庫を,上方の円環は平和をイメージしたといいいます。
制作者の彫刻家で飯野高校教諭の三村力さん(58)が２０分の１の模型をかかげながら「映画『埋
もれ木』の撮影のお手伝いでセットの組んである格納庫に初めて入りました。残念ながらあの

静かで古びた空間を包んでいた建物はなくなりましたが、忘れてはならない過去の時間を思い

つつ、未来に向かって一歩踏み出したモニュメントにしたい」と語られました。

「モニュメント建立募金のお願い」というＡ５版 4ページ(呼びかけ文、制作者の紹介と思い、
格納庫をめぐるこれまでの経緯、募金申込書)の冊子も出席者に配られました。目標額は４００

万円。会員をはじめとした市民、格納庫保存の署名をしてくれた全国の人たち、旧軍施設に戦

後進出した企業などに募金をお願いしていくことに

なります。会場でさっそく何人かが募金をしてくれ

ました。

この日の総会には神戸地区と国府地区の遺族会の

方が初めて参加してくれました。平和資料室につい

て、「場所は決まっているのか、収容できる面積があ

るのか」と質問があり、竹内代表が「場所はまだ決

まっておらず、市と交渉中だが、既存の市の施設の

活用について末松市長は大変前向きに考えてくれて

いる」と答えました。遺族会側から「われわれもど

ういう遺品があるか調べていく」「遺族会の理事会に

出て趣旨などを話してもらったらどうか」などの提

案があり、平和資料室実現に向け、力を合わせてい

くことになりました。

模型を手に講演する三村先生
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【加藤二三子代表のあいさつ(要旨)】

市民の会は２００９年、会発足直後に浮上した格納庫保存活動で、市、県、国を巻き込み、

戦争遺跡保存の運動の輪を大きく広げてまいりました。

昨年８月には、戦争遺跡保存全国シンポジウム三重県鈴鹿大会を開き、会員のみなさまをは

じめ市民ボランティアや全国ネットの方々に支えられ、大成功をおさめることができました。

長年、戦争遺跡保存に取り組んできた全国ネットの方々から、大いに学び、刺激を受けた３日

間でした。全国大会の取り組みは、私たちの活動を大きく成長させ、今後の活動の指針となる

であろうと思います。折しも、昨年は鈴鹿市制７０周年の年でした。日本で最初に軍都として

つくられた市の象徴的な軍施設「格納庫群」は私たちの保存運動にもかかわらず、市制７０周

年を目前に、取り壊されました。しかし、悲惨な戦争の記憶と不戦への思い、平和の尊さを次

世代に伝えていくため、象徴するモニュメントの建立を計画しています。

今年は戦後６８年目を迎え、戦争体験を持つ世代の高齢化が進み、戦争の記憶は人から物へ

と、物証によって語られるようになっ

てきています。その戦争遺跡も土地開

発や老朽化、風化などで消滅しかかっ

ており、戦時中の遺品も高齢化や世代

交代などにより失われつつあります。

鈴鹿市の誕生の歴史を学び、次世代

の平和のために先の戦争を伝え、学び、

記憶し、歴史の教訓として役立てるこ

とを目的とした平和資料室設立に向け

ての取り組みにも、力を注いでいきた

いと思っています。

挨拶をする加藤共同代表
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鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会

代 表 加藤二三子、竹内宏行

〒 510-0254鈴鹿市寺家１－２－４７
電 話 ０５９－３８８－６５０８

メール ta818hi@mecha.ne.jp
ＨＰ http://www006.upp.so-net.ne.jp/asao/peacesuzuka.htm
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